
課長名

■ ■ H21 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 12 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無

■ 有

平成２７年度から実施している石垣上の樹木のせん定について、東
部、南東部の樹木を対象に実施した。
過去の補修、測量の履歴等を一元的・体系的に取りまとめ電子化した
石垣カルテを作成した。

植栽の育成に合わせて、福井城址の景観維持のため、西部
の樹木のせん定を実施する。
雁木部分の石垣立面図を作成し、石垣カルテに追加すると
ともに福井城址周辺道路の改修に伴う測量用観測点の消失
対策を行う。

（実績）

　・「福の井」整備
　・散策路および天守台整備
　・ライトアップ設備設置 等

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和２年度の変更点

福井城址の景観を守るため、石垣のふくらみの状況や表面の欠損状況などを調査し、表面補修・植栽のせん定など保全対策を行う。
　令和２年度には、福井城址石垣保存調査委員会の意見を聞きながら、平成２７年度に着手した保全対策(樹木のせん定）を引き続き実施するとともに、
雁木部分の石垣の立面図を作成し石垣カルテに追加する。
　また、福井城址周辺道路の改修に伴う測量用観測点の消失対策を行う。

［受益者］ 観光客等来訪者 ［想定される受益者数］ 年間約３，０００人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 ―

事業名 福井城址整備事業

〕
政　　策  〔 文化・スポーツが福井の活力

［事業目的］

歴史的遺産である福井城址が、県民の方々に広く親しまれ気軽に来訪できる憩いの場となるよう整備を行う。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔

事業終了
予定年度
（見直し年

度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R2

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 - 法 定 受託 事務 そ の 他

福井城址石垣保存管理対策事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 総務部 課名 財産活用課 大川　淳一郎

要求資料様式１
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課長名

■ ■ H21 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 12 年

３０年度 令和元年度 ２年度

2,664 8,352 4,479

2,664

2,508

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(1) (1) (1) (1)

1 1 1 1

■ 無

□ 有

他県の状況

（福井県のように城址石垣に囲まれた県庁は無いため、文化財として
　の城址石垣保全事業を記載）
・和歌山城址石垣保存修理（和歌山市）
　事業期間：平成２３、２４年度
　事業費：１７，７４５千円
　内容：石垣の表面補修

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
観測・調査と保存調査委
員会の開催等

(目標) (1)

実績 1

成果指標
(目標)

実績

前年度までの
主な増減理由

各年度ごとの石垣保全対策の内容による増減
　・外堀部分の立面図の作成（平成２５～２７年度）
　・瓦御門周辺石垣補修（平成２７、２８年度）
　・樹木のせん定（平成２７年度～）
　・石垣カルテの作成（平成３０～３１年度）

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移
・植栽の育成に合わせて、福井城址の景観維持のため、西部の樹木のせん定を実施する。
・雁木部分の石垣立面図を作成し、石垣カルテに追加する。
・福井城址周辺道路の改修に伴う測量用観測点の消失対策を行う。

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

R2

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

4,479 4,479

- 法 定 受託 事務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 総務部 課名 財産活用課 大川　淳一郎

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度
（見直し年

度）

事業実施方法 直営 補 助 金

福井城址石垣保存管理対策事業
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